
 令和８年３月４日発行 №３ 三谷中学校区協働本部だより 

 三谷中学区の各小中学校では、今年度、地域と連携したさまざまな取り組みが行われました。 

三谷中生 地域で活躍 
 本年度も授業補助（数学・体育・プールの見守
り）、校内整備（草刈り・花壇の整備）、部活動指導や

「防災」に関する活動などに多くの方々のご協力をい

ただきました。ありがとうございました。 

 中学生も夏・冬の「寿楽荘祭り」に80人を超える生

徒が参加し、地域の皆さんとふれあうことができまし

た。10月の「三谷祭」では、90人以上がそれぞれの区の特徴ある踊りやお囃子、まつり全体の放送担当などさま

ざまな活動に参加し、伝統あるまつりを支えてくれました。 

 11月の「ふれあいフェスティバル」にも、たくさんの中学生が参加するとともに、ボランティアとしても頑張ってく

れました。このような中学生が地域で活動する姿がたくさん見られ、うれしい1年でした。 

 これからも地域と学校が協力して「三谷の町」を盛り上げていけたらと願っています。ご協力よろしくお願いし

ます。 （○文小田勝一 推進員・石黒敬一 推進員） 

 今年度の活動も、校内学習の補助、放課後子ども

教室等、地域の人たちの協力を得て、推進員として

の活動ができたと思います。中でも3年生の「三谷祭

学習」は、夏休み前の7月の担任との打ち合わせに始

まり、9月から12月までの4カ月という長期間に渡る

活動でしたが、それには地元の「お祭り物知り人」4

人の方たちが常に携わっていただき、子どもたちにも

大変好評で、進んで質問をしてくることも多くあり、その結果12月の学習発表会も大成功でした。もう一つ「プロ

グラミング学習」では、保護者の方たちに初めて「ＱＲコードでのボランティア参加の回答」をお願いする募集の

形を行ってみましたが、まずまずの成果だったと思います。放課後子ども教室では、「竹あかり作り」が子どもた

ちに大変好評で、「来年もぜひやってほしい。」と、うれしい言葉を貰いました。地域ボランティア・公民館・学校と

も連携を図れ、「やれることを、無理なく、楽しく」推進できたと思います。                         

（○文平野良則 推進員・伊藤勝美 支援員） 

好評だった「三谷祭学習」と「竹あかり作り」 

やっぱり三谷って最高です 

 今年度は、地域、学校、子どもたちがより繋がる

には何ができる？を考えながらの1年でした。公式

LINEを作り、「三谷東応援サポーター」を募集、地

域の方のご理解とご協力のお陰で少しずつ登録者

が増えています。行き詰った時には、相談すれば一

生懸命考えてくれる、アイディアをくれる、力を貸し

てくれる、そんな三谷の皆さんが応援サポーターで

いてくれること、本当に心強く有難いです。また、伊藤支援員が新たに仲間入りし、通常の「放課後子ども教室」

に加え、「自転車のルールあれこれ」と「ドンちゃんりかちゃんとあそぼう作ろう！クリスマス工作」の2回、三谷東

小単独開催も実現しました。皆様に助けられ、少しだけど、ほんの一歩だけど前に進めたかな、と感じられる１年

になりました。ありがとうございました。 （○文吉見里香 推進員・伊藤茂生 支援員） 

【文責…生涯学習課 壁谷昌泰（電話66-1167）】 


